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•キャップ回収量の目標は？
10月までの5ヶ月間で3000個集めることを目標としています。
約860個でポリオワクチン一本分なので、それでも4人弱分しか集め
ることができませんが、小さな一歩からでも進んでみる価値はあると
考えています。

目標の変更

キャップ回収の個数を目標としてきましたが、輸送費のわりに寄
付額が少なく、寄付をするのであれば直接寄付したほうがいいと
香川県地球温暖化対策推進員の方にアドバイスをいただいたので、
学生のSDGs意識の向上を目指す目標に変更しました。



〇今年度の主な取り組み

１．エコキャップ回収

▶現状：食堂前にエコキャップ回収ボックスを設置

▶目的：エコキャップを回収し、
「認定NPO法人世界の子どもにワクチンを日本委員会」
へ送ることで、ワクチンを寄付する。

▶結果：現在収集個数：1000個
（コロナウイルスの影響で設置時期の遅れあり）



２．SDGsに関するポスター掲示

▶現状： 全学共通掲示板、経済学部掲示板、教育学部掲示板、法学部掲示板
に２枚ずつ掲示。

▶目的：掲示板は学生がよく見るため
17個の目標から自分たちにできることを選定し、ポスターを作成

→SDGsが身近であることを感じてもらうため



３．のぼりの設置

▶現状： 415教室前に２本設置

▶目的： エコキャップ活動を周知するため



アンケートの結果

経済学部「環境システム論」の授業で210名にアンケートを実施した。

環境問題に関心がある人は約6割だが、環境問題に危機感を感じ
ている人は約8割と危機感を感じている人のほうが多い。



・SDGsの言葉を知っている人は9割を超えていた。

・その割に興味・関心がある人は約6割と低い。

SDGsについて香川大学生に知ってもらって興味・関心を持って
もらう必要がある。

アンケートの結果



今後の活動について

・回収ボックスの設置の拡大
DRI棟に２カ所エコキャップボックスの設置個所の増加

・学生の意識の向上
SDGs啓発ポスター、エコキャップのぼりの設置継続

・アンケートの再実施
アンケートをもう一度行い、意識の変化の調査を行う

⇒集まったエコキャップは清掃し、
「松山容器株式会社」へ送る


